豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２６年５月号

桜は散ってしましましたが、モクレンやレンギョやスイセンやチューリップやナノハナが咲いています。あぜ道が作られ、オドリコソウがいっぱいです。いかがお過ごしでしょうか？今月も病診連携便りをお届けいたします。
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　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２６年５月１３日（火）　午後６時５０分から

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール
今回は、研修中の平田先生が症例を提示します。心不全の症例を提示する予定です。時間があれば、私がインスリンの話をいたします。是非ご参加をお願いいたします。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)　

今月のネタは、私が提供しました。
　最近帯状疱疹をまとめて診ました。1例目はリウマチの透析患者さん。月曜の透析開始後、目やにがたくさん出ているので診てと。右前額にも眼脂がついているような感じで、結膜炎かなって点眼薬を処方。後で菊地先生が診て「三叉神経第一枝の帯状疱疹」と診断し眼科と皮膚科に相談。水曜の朝には前額は水泡だらけで「お岩さんて、これだったんだな」って誰にもわかるくらいに。お岩さんは鶴屋南北の創作で実話じゃないそうですが、彼もこの皮疹を見たのでしょうね。眼内にも病変が出て失明することもあるので、速やかな治療開始が必要です。さすが菊地先生です。2例目も透析の方です。典型的な症状があり帯状疱疹と診断、今度は私が。バルトレックスは腎排泄性の薬なので減量が必要です。添付文書でCcr毎の投与量を確認し木曜の透析後より開始しましたが、日曜よりおかしいという家族の話で月曜に受診。こっちが話していることは分かりますが、言葉が出ないというか不明瞭というか。頭部CTは変化なくCRPもほとんど陰性なので、バルトレックスを疑いました。透析をすると3時間で話が可能に（透析性があります）。以前バルトレックスを自己中止した透析患者さんにもう一度詳しく聞いてみるとやはり話ができなくなり不安になってやめたと。透析してない腎不全の方でも同様の症状で止めた方が最近もう二人。帯状疱疹は速やかな治療開始が必要だけど腎機能低下例では投与量に気をつけて（柄澤良）。
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●石動杯に出ませんか？　　　　　第34回石動杯を5月25日（日）に中峰ゴルフ場で開催します。参加は？問い合わせは、富山か柄澤まで。
●CKD市民講座「天地腎」を今年も行います。新発田市市民文化会館から生涯学習センターに変えて駐車場も大丈夫。是非見に来てください。問い合わせは、柄澤、菊地、連携室天木まで。
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アオサギが戻ってきました。去年魚をくわえていた個体と同じかは分かりません。ボロボロです。つらい冬を乗り切ったのかな？　　　編集　副院長　柄澤良
豊栄病院　地域医療連携室　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

